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1.0はじめに

CC-T1はｶｰﾎﾞﾗｲﾄ･ｹﾞﾛが開発したﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝ型の温度ｺﾝﾄﾛｰﾗです。

PID(比例積分微分)ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑにより、製品内の加熱出力と温度を制御します。

ﾕｰｻﾞは画面上のﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟしてｺﾝﾄﾛｰﾗ内をﾅﾋﾞｹﾞｰﾄし、画面内のﾌｨｰﾙﾄﾞをﾀｯﾌﾟして値やﾊﾟﾗﾒｰﾀｰを
設定します。英数字による値の入力が必要であれば(名前やﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ、時間など)、ｵﾝｽｸﾘｰﾝｷｰﾎﾞｰﾄﾞ
が表示されます。

1.1機能

CC-T1には以下の機能が備わっています。

l 個別のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｽﾛｯﾄが10個あり、最大24のｾｸﾞﾒﾝﾄがｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝ可能
l ﾘｱﾙﾀｲﾑｸﾛｯｸでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑがｽｹｼﾞｭｰﾙ可能
l USBｽﾃｨｯｸによるﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ(全ﾃﾞｰﾀは .csvﾌｧｲﾙ形式で保存されます)
l ｲｰｻﾈｯﾄ接続
l ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞで保護されたﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙを3段階備え、種々の機能へのｱｸｾｽを制御
l ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰとしても単純な温度ｺﾝﾄﾛｰﾗとしても利用可能
l 内蔵過昇温保護(ｵﾌﾟｼｮﾝ装備)
l 地域毎の言語ｵﾌﾟｼｮﾝは以下の通りです。

l 英語
l ﾄﾞｲﾂ語
l ﾌﾗﾝｽ語
l ｲﾀﾘｱ語
l ｽﾍﾟｲﾝ語
l 中国語(簡体字)
l ﾛｼｱ語
l 日本語
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1.2技術用語

温度制御は本質的に複雑であるため、本取扱説明書ではやむなく技術用語が使用されています。

以下の表には本取扱説明書で使用されている用語の一部とその説明が列挙されています。

用語 説明

設定値 電気炉またはｵｰﾌﾞﾝが到達しようとする目標温度(°C)

過昇温保護

ﾕｰｻﾞが指定した温度(過昇温設定値)を超過して温度が上昇した
場合に製品やﾌﾟﾛｾｽが損傷を受けないように防止するｼｽﾃﾑ。製品の
温度が過昇温設定値を下回るか、ﾕｰｻﾞが過昇温設定値を手動で
上昇させるまで、加熱ｴﾚﾒﾝﾄへの出力が停止します

過昇温設定値 過昇温保護ｼｽﾃﾑがﾄﾘｶﾞｰされる温度

加熱ｴﾚﾒﾝﾄ 製品(電気炉またはｵｰﾌﾞﾝ)で使用されている電動加熱装置

熱電対 温度を測定するための熱電装置

PID(比例積分微分) 比例積分微分 - ｺﾝﾄﾛｰﾗが使用する数学的制御ｼｽﾃﾑ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
ｺﾝﾄﾛｰﾗに作業方法を指示する一連の指示。各ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは
"segments (ｾｸﾞﾒﾝﾄ)"と呼ばれる部分に分割されています

ｾｸﾞﾒﾝﾄ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの各部分。各ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは独立したｾｸﾞﾒﾝﾄを24個包含できま
す。構成できるｾｸﾞﾒﾝﾄﾀｲﾌﾟには6種類あります。各ｾｸﾞﾒﾝﾄは、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
がそのｾｸﾞﾒﾝﾄに達したときに、ｺﾝﾄﾛｰﾗがどう作動するか定義するもの
で、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの最終ｾｸﾞﾒﾝﾄは常に”End(終了)”ﾀｲﾌﾟでなければなりま
せん

ﾎｰﾙﾄﾞﾊﾞｯｸ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行時に使用されます。ﾎｰﾙﾄﾞﾊﾞｯｸ値は度(°C /°F / K)を
単位とし、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ設定値が実際の測定温度を先行してよい許容値
で、この値を超えるとﾎｰﾙﾄﾞﾊﾞｯｸ機能が稼働し、実際の温度が追いつ
くまでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは進行しません。この機能は、ﾕｰｻﾞが設定する
"Holdback Type (ﾎｰﾙﾄﾞﾊﾞｯｸﾀｲﾌﾟ)"に応じて、加熱、冷却、またはそ
の両方のいずれにも適用できます

昇温速度
秒毎、分毎、時間毎(”Ramp Units(昇温速度の単位)”に応じま
す)に温度が上昇する値のことで、度(°C /°F / K)で表示します

昇温速度単位
温度上昇を毎秒 X°C、毎分 X°Cまたは毎時 X°Cのいずれで表示す
るかを指定します
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2.0ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ

CC-T1には指で操作できるよう設計されたﾎﾞﾀﾝやﾌｨｰﾙﾄﾞがたくさんあります。

l ﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟすると、外周が白く表示され、ｺﾝﾄﾛｰﾗが入力を感知したことがわかります(ﾀｯﾁﾍﾟﾝを使
用する場合には、通常ﾎﾞﾀﾝはﾊｲﾗｲﾄ表示されません)

l ﾌｨｰﾙﾄﾞをﾀｯﾌﾟすると以下のいずれかが発生します。
l 英数字の値が入力できるようにｷｰﾎﾞｰﾄﾞが表示される
l さらなるｵﾌﾟｼｮﾝを含むﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ画面が表示される

備考：ﾀｯﾁﾍﾟﾝやﾎﾟｲﾝﾀｰを使用してCC-T1を操作する場合には、画面が損傷を受けないように必ず
先がとがっていないことを確認してください。

A Home (ﾎｰﾑ)画面に戻る

B Programming (ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)画面に進

む

C Login (ﾛｸﾞｲﾝ)画面に進む

D Data Logging (ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ)画面に

進む

E Information (情報)画面に進む

F Communications (通信)画面に進む

G Settings (設置)画面に進む

H Offset-Calibration (ｵﾌｾｯﾄ校正)画
面に進む

ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ画面：ｵﾍﾟﾚｰﾀﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙ

備考：利用できないｵﾌﾟｼｮﾝはｸﾞﾚｰ表示になります(上図のｵﾌﾟｼｮﾝF、G、Hをご覧ください)。ｵﾌﾟｼｮﾝの
中には、特定のﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙでﾛｸﾞｲﾝしないと利用できないものがあります。
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ｱｲｺﾝ 機能 ｱｲｺﾝ 機能

ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ画面に戻る 保守ﾘﾏｲﾝﾀﾞｰ設定画面に進む

過昇温保護画面に進む(装備
時) 保守ﾘﾏｲﾝﾀﾞｰ

過昇温警告ｱｲｺﾝ(過昇温警告
がﾄﾘｶﾞｰされた場合に表示)

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ選択画面に進む

直前の画面に戻る ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ編集画面に進む

次に進む
Schedule Program(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをｽｹ
ｼﾞｭｰﾙ)画面に進む

前に戻る ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実行

了承/はい ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを一時停止

終了/いいえ さらなる情報

ﾘｾｯﾄ ｻｲｸﾙのｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝ

手動でﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞを開始 ﾌｨｰﾙﾄﾞをﾀｯﾌﾟして値を入力

手動でﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞを終了 USBｽﾃｨｯｸが挿入済み

ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ設置画面に進む ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ進行中

加熱ｴﾚﾒﾝﾄ温度 (ｶｽｹｰﾄﾞ制御
のみ)
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2.1ｵﾝｽｸﾘｰﾝｷｰﾎﾞｰﾄﾞ

CC-T1に値を入力するために、種々の数字および英数字のｵﾝｽｸﾘｰﾝｷｰﾎﾞｰﾄﾞが利用できます。

数字ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 英数字ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 数字時間/日付ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ

Bs (ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ) ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ - ｶｰｿﾙの左側の値を削除します

Clr (ｸﾘｱ) 入力されている値があれば消去します

Esc (ｴｽｹｰﾌﾟ) ｴｽｹｰﾌﾟ

Up (上) 選択した値を1だけ増加します

Down (下) 選択した値を1だけ減少します

Enter (入力) 入力した値を確定し、適用させます

Close (閉じる) ｷｰﾎﾞｰﾄﾞを閉じます

Cap (ｷｬｯﾌﾟｽﾛｯｸ) 大文字と小文字を切り替えます

Shift (ｼﾌﾄ) 大文字と小文字、またその他の文字 (!&@#など) を切り替えます

Clear (ｸﾘｱ) ｷｰﾎﾞｰﾄﾞに入力された値があればすべて消去します

Space (ｽﾍﾟｰｽ) 値にｽﾍﾟｰｽを追加します

Delete (削除) ｶｰｿﾙの右側の値を削除します

AM/PM (午前/午後) 時間を選択します(正午以降の値は24時間制で表示されます)

このﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟするとｷｰﾎﾞｰﾄﾞが画面の左側または右側に移動します
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3.0起動

製品をｵﾝにすると、ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝに起動画面が表示されます。

起動画面の後、Home (ﾎｰﾑ)画面が表示されます。

備考：お手元の製品上で複数の加熱ｿﾞｰﾝが構成されている場合には、まず利用可能なｿﾞｰﾝの概
要が表示されます。特定のｿﾞｰﾝをﾀｯﾌﾟすると、そのｿﾞｰﾝに焦点を合わせることができます。ﾒｲﾝﾃﾞｨｽﾌﾟ
ﾚｲの上方に3つのｱｲｺﾝが表示され、その表示がどのｺﾝﾄﾛｰﾗについてのものかがわかります。

A ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ画面に戻る

B 過昇温保護画面に進む(装備時)

C 電源出力表示器

D 実際の温度

E 設定値温度

ﾎｰﾑ画面 (ｼﾝｸﾞﾙｿﾞｰﾝ)
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A 左ｺﾝﾄﾛｰﾗ

B ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾗ

C 右ｺﾝﾄﾛｰﾗ

ﾎｰﾑ画面(3つのｿﾞｰﾝの概要)

A

表示がどのｺﾝﾄﾛｰ

ﾗ(左、右またはﾒｲ

ﾝ)についてのもの

か

表示します

ﾎｰﾑ画面(3つのｿﾞｰﾝのうち、ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾗの表示)
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A ﾛｰﾄﾞ温度

B 加熱ｴﾚﾒﾝﾄ温度

C 設定値

ﾎｰﾑ画面 (ｼﾝｸﾞﾙｿﾞｰﾝ ｶｽｹｰﾄﾞ 制御)

ﾎｰﾑ画面 (3ｿﾞｰﾝ ｶｽｹｰﾄﾞ制御)

備考 : CC-T1のｶｽｹｰﾄﾞ制御版も本取扱説明書で解説されている標準版と同様に機能します。付
加機能があれば、7.0の項に説明されています。

l 他のｺﾝﾄﾛｰﾗの機能にｱｸｾｽするには、"Return to Navigation screen (ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ画面に戻
る)"ﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟしてください。
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ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ画面：管理者ﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙ
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4.0ﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙ

CC-T1には、4段階のﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙが備わっています。ﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙにより、ｺﾝﾄﾛｰﾗ内でｱｸｾｽできる機能が
制御されます。

既定のﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙはOperator (ｵﾍﾟﾚｰﾀ)です。

Operator (ｵﾍﾟﾚｰﾀ)

Supervisor (ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ)

Admin (管理者)

Service (ｻｰﾋﾞｽ) - このﾚﾍﾞﾙはｶｰﾎﾞﾗｲﾄ･ｹﾞﾛの人員のみが使用できます

機能 許可

ﾛｸﾞｲﾝ/ﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙの変更

ﾎｰﾑ画面にｱｸｾｽ

設定値の変更(過昇温設定値を含む)
前もって構成されたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実行

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの編集 /作成

ｺﾝﾄﾛｰﾗの言語、日付、時間設置の編集

ｺﾝﾄﾛｰﾗ設置の編集

ｼﾘｱﾙ通信の管理(装備時)
ｵﾌｾｯﾄ校正設置へのｱｸｾｽ

手動ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞの設定

ﾛｸﾞ記録されたﾃﾞｰﾀの手動ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

自動ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞの設定

ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ設置の編集

ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝおよびﾊｰﾄﾞｳｪｱ設置へのｱｸｾｽ
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4.1ﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙの変更

ﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙを変更するには：

1. Login (ﾛｸﾞｲﾝ)画面に進みます

2. 上側のﾌｨｰﾙﾄﾞをﾀｯﾌﾟして、望ましいﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙを選択します。ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ画面が表示されるので、

"Supervisor (ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ)"、"Admin (管理者)"または"Service (ｻｰﾋﾞｽ)"のｵﾌﾟｼｮﾝから選

択できます。望ましいﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙを選択すると、画面は自動的に閉じます

3. 下側のﾌｨｰﾙﾄﾞをﾀｯﾌﾟして、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞを表示します

4. 選択したﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙのﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを入力します

5. "Enter (入力)"をﾀｯﾌﾟします

6. "Login (ﾛｸﾞｲﾝ)"をﾀｯﾌﾟすると、Navigation (ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ)画面に戻ります

ﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙの変更
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4.2ﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙのﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞでは大文字と小文字はすべて区別されます。

ﾕｰｻﾞ ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ

Supervisor (ｽｰﾊﾟｰ
ﾊﾞｲｻﾞｰ) 7N4C

Admin (管理者) 3X6B

Service (ｻｰﾋﾞｽ) ｺﾝﾄﾛｰﾗの校正やｿﾌﾄｳｪｱの更新を要する操作が必要であれば、ｶｰﾎﾞﾗｲﾄ･ｹﾞ
ﾛ･ｻｰﾋﾞｽにご連絡ください

既定のﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙ (ｵﾍﾟﾚｰﾀ)に戻るには、Login (ﾛｸﾞｲﾝ) 画面に進み、"Logout (ﾛｸﾞｱｳﾄ)"ﾎﾞﾀﾝを
ﾀｯﾌﾟしてください。

備考：製品をｵﾌにすると、CC-T1のﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙはｵﾍﾟﾚｰﾀに戻ります。
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5.0地域的設置

CC-T1ｺﾝﾄﾛｰﾗを効率よく使用するには、時刻、日付、言語を設定することが必要です。

地域的設置画面

このためには：

1. Login (ﾛｸﾞｲﾝ)画面に進み、"Admin (管理者)"としてﾛｸﾞｲﾝします

2. Settings(設置)画面に進み、"Regional (地域)"ﾎﾞﾀﾝにﾀｯﾌﾟします

3. 国旗ｱｲｺﾝにﾀｯﾌﾟして、利用可能な言語間をｽｸﾛｰﾙしてください。望ましい言語に到達するまで、

ﾀｯﾌﾟを続けてください。CC-T1では以下の言語が利用できます。
l 英語
l ﾄﾞｲﾂ語
l ﾌﾗﾝｽ語
l ｲﾀﾘｱ語
l ｽﾍﾟｲﾝ語
l 中国語(簡体字)
l ﾛｼｱ語
l 日本語

4. 望ましい日付形式(dd/mm/yy、mm/ddなど)が表示されるまで、"Date Format (日付形

式)" ﾌｨｰﾙﾄﾞを繰り返しﾀｯﾌﾟします。

5. "Current Date & Time (現在の日付・時刻)"ﾌｨｰﾙﾄﾞをﾀｯﾌﾟしてｵﾝｽｸﾘｰﾝｷｰﾎﾞｰﾄﾞを開き、現

在の日付・時刻を入力します

6. 入力が完了したら"back (戻る)"ﾎﾞﾀﾝを2回ﾀｯﾌﾟして、Navigation (ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ)画面に戻りま

す
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時刻、日付、言語の設定
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6.0単純な温度制御

CC-T1は、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰとしても単純な温度ｺﾝﾄﾛｰﾗとしても使用可能です。

このｺﾝﾄﾛｰﾗは購入された製品に対して明示されている最高温度以上に加熱できないように構成されて
います。

設定値温度を設定するには：

1. Home (ﾎｰﾑ)画面に進みます

2. ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ下部に黄色で小さく表示されている数字をﾀｯﾌﾟします。これによりｵﾝｽｸﾘｰﾝｷｰﾎﾞｰﾄﾞが

開きます

3. 製品が到達すべき温度を入力します

4. "Enter (入力)"をﾀｯﾌﾟしてｷｰﾎﾞｰﾄﾞを閉じます

5. これにより製品は加熱を始めます(設定した温度によっては加熱が停止される場合もあります)。こ
の設定値に到達すべく加熱ｴﾚﾒﾝﾄが使用している出力量が"Power Output Indicator (出力

表示器)"に表示されます

設定値温度の設定
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6.1設定値ﾄﾘﾑ(複数ｿﾞｰﾝｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝのみ)

設定値をｴﾝﾄﾞｿﾞｰﾝｺﾝﾄﾛｰﾗにﾘﾄﾗﾝｽﾐｯﾄするようにﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾗが設定されている場合には(設定値のﾘ
ﾄﾗﾝｽﾐｯﾄに関しては、本取扱説明書のｺﾝﾄﾛｰﾗ設置の項を参照してください)、利用可能な各ｴﾝﾄﾞ
ｿﾞｰﾝで設定値ﾄﾘﾑを構成するｵﾌﾟｼｮﾝが利用できます。

設定値ﾄﾘﾑ値によりｴﾝﾄﾞｿﾞｰﾝｺﾝﾄﾛｰﾗの設定値がﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾗの設定値から定義した数値(°C /°F /
K)以内に保たれるようになります。この値は、-50から+50の間で設定できます。

例えば：

l ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾗの設定値を700°Cに設定します
l ｴﾝﾄﾞｿﾞｰﾝｺﾝﾄﾛｰﾗの設定値ﾄﾘﾑ値を-20に設定します
l ｴﾝﾄﾞｿﾞｰﾝｺﾝﾄﾛｰﾗにより設定値が680°Cに調整されます
l ﾕｰｻﾞがﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾗの設定値を1000°Cに変更すると、ｴﾝﾄﾞｿﾞｰﾝｺﾝﾄﾛｰﾗの設定値は自動的に
980°Cに変更されます

ｺﾝﾄﾛｰﾗが3ｿﾞｰﾝで使用するよう設定されている場合には、各ｴﾝﾄﾞｿﾞｰﾝｺﾝﾄﾛｰﾗで異なった設定値ﾄﾘﾑ
値を設定することが可能です。

このためには：

1. Home (ﾎｰﾑ)画面に進み利用可能なｺﾝﾄﾛｰﾗの概要を表示します
2. 該当のｴﾝﾄﾞｿﾞｰﾝｺﾝﾄﾛｰﾗﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲをﾀｯﾌﾟして、詳細を表示します
3. 設定値の下に白色で表示されている数値(ﾄﾘﾑ値)をﾀｯﾌﾟします
4. 望ましい設定値ﾄﾘﾑ値を入力します
5. "Enter (入力)"をﾀｯﾌﾟして確定します。これによりｴﾝﾄﾞｿﾞｰﾝｺﾝﾄﾛｰﾗの設定値が調整されます
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ｴﾝﾄﾞｿﾞｰﾝｺﾝﾄﾛｰﾗの設定値ﾄﾘﾑ値の構成
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6.2過昇温保護(装備時)

CC-T1では過昇温保護を装備し、構成することが可能です。

過昇温保護が装備されている場合には、Home (ﾎｰﾑ)画面に"Over-Temperature Protection
(過昇温保護)"ﾎﾞﾀﾝが表示されます。このﾎﾞﾀﾝを使用するとﾕｰｻﾞはOver-Temperature
Protection (過昇温保護)画面にｱｸｾｽし、過昇温設定値を設定することができます。

A 外枠(ｱﾗｰﾑがﾄﾘｶﾞｰされると赤

色で点滅します)

B 実際の温度

C 過昇温設定値

D ﾘｾｯﾄﾎﾞﾀﾝ

E 温度単位 (°C、°F、K)

過昇温保護画面

過昇温設定値を設定するには：

1. Home (ﾎｰﾑ)画面で"Over-Temperature Protection (過昇温保護)"ﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟします

2. ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ下部に黄色で小さく表示されている数字をﾀｯﾌﾟします。これによりｵﾝｽｸﾘｰﾝｷｰﾎﾞｰﾄﾞが

開きます

3. 望ましい温度を入力します

4. "Enter (入力)"をﾀｯﾌﾟします

備考：製品がこの温度の到達すると、過昇温警告がﾄﾘｶﾞｰされ、加熱ｴﾚﾒﾝﾄへの出力が停止
し、温度が過昇温設定値を下回るまで、製品が加熱できなくなります。

"Back (戻る)"ﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟして、Home (ﾎｰﾑ)画面に戻ります。
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過昇温設定値の設定

6.2.1過昇温警告

製品の温度が過昇温設定値を上回って上昇すると、過昇温警告がﾄﾘｶﾞｰされ、ﾕｰｻﾞにOver-
Temperature Protection (過昇温保護)画面が表示されます。

これ以外の画面では、いずれも"over-temperature alarm (過昇温警告)"ｱｲｺﾝが画面上部に表
示され、ｺﾝﾄﾛｰﾗがｱﾗｰﾑ状態であることがﾕｰｻﾞに通知されます。過昇温警告の対する応答があるま
で、このｱｲｺﾝは点滅を続けます。

このｱｲｺﾝは温度が過昇温設定値を下回るまで下がり、過昇温警告がﾘｾｯﾄされ、応答されるまで画面
上に表示されたままとなります。

過昇温警告をﾘｾｯﾄし、それに応答するには：

1. Over-Temperature Protection (過昇温保護)画面に進みます。実際の温度と過昇温

設定値の周りの四角い枠が赤色で点滅しているはずです

2. "Reset (ﾘｾｯﾄ)"ﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟしてｱﾗｰﾑに応答すると、四角い枠は点滅を停止します
l ｱﾗｰﾑに応答しても製品の温度が過昇温設定値を上回っている場合には、四角い枠は赤
色のままとなり、ｺﾝﾄﾛｰﾗが現在でも"警告状態"であることがわかります。また、過昇温警告ｱ
ｲｺﾝが他のすべての画面で表示されたままとなります

l ｱﾗｰﾑへの応答がなされ、製品の温度が過昇温設定値を下回るまで下がれば、ｺﾝﾄﾛｰﾗは
もはや"警告状態"ではないため、赤色の枠は表示されなくなり、他の画面でも過昇温警告
ｱｲｺﾝが非表示となります。製品は通常の加熱を継続します

製品は実際の温度が再び過昇温設定値未満に下がるまで、加熱を続行しません。
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過昇温警告をﾘｾｯﾄ、製品が冷却するまで待機
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7.0ｶｽｹｰﾄﾞ制御

標準製品では、ﾒｲﾝ熱電対はﾒｲﾝ加熱ｿﾞｰﾝ内の加熱ｴﾚﾒﾝﾄ寄りの場所に設置されているため、測定
温度は加熱されている素材 (ﾛｰﾄﾞ)周辺の実際の温度より数度高い場合があります。

より精度の高いﾌﾟﾛｾｽが必要となるお客様には、ｶｽｹｰﾄﾞ制御を使うことで、より正確な温度制御が可
能となります。

7.1ｶｽｹｰﾄﾞ制御の原理

ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ内に"ﾙｰﾌﾟ"と呼ばれ、それぞれに熱電対が接続されている2つの回路が設置されており、お互
いと通信し合うようになっています。ﾛｰﾄﾞﾙｰﾌﾟはできるだけﾛｰﾄﾞに近い場所の温度を測定し、加熱ｴﾚﾒﾝ
ﾄﾙｰﾌﾟは加熱ｴﾚﾒﾝﾄの温度を測定します。

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰがﾛｰﾄﾞの望ましい設定値を設定すると、ﾛｰﾄﾞﾙｰﾌﾟが加熱ｴﾚﾒﾝﾄﾙｰﾌﾟに熱の供給を要請しま
す。加熱ｴﾚﾒﾝﾄﾙｰﾌﾟは加熱ｴﾚﾒﾝﾄに電源を供給してこの要請に応えます。

ﾛｰﾄﾞの温度が望ましい設定値に近づくと、ﾛｰﾄﾞﾙｰﾌﾟが加熱ｴﾚﾒﾝﾄﾙｰﾌﾟに信号を送り、設定値に達成
するために必要な熱の量が少なくなっていることを伝えます。これを受けてｺﾝﾄﾛｰﾗｰはﾛｰﾄﾞ温度をより正
確に制御するために、加熱ｴﾚﾒﾝﾄに供給する電力の量を調整します。

7.2ｶｽｹｰﾄﾞ制御操作

ｶｽｹｰﾄﾞ制御ｵﾌﾟｼｮﾝが装備されていれば、CC-T1の操作は標準ﾓﾃﾞﾙの原理の通りですが、画面表示
は明確に異なります。Home (ﾎｰﾑ)画面には両方の制御ﾙｰﾌﾟの実際の温度の読み取り値が表示さ
れます。ﾛｰﾄﾞの温度が常に画面上部に表示され、加熱ｴﾚﾒﾝﾄの温度がその下、ｵﾚﾝｼﾞ色の加熱ｴﾚﾒﾝ
ﾄ温度ｱｲｺﾝの隣に表示されます。

加熱ｴﾚﾒﾝﾄの温度はﾛｰﾄﾞの設定値よりかなり高く/低く表示され、要求される電力に比例して上下しま
す。

備考：3ｿﾞｰﾝ製品では、各加熱ｿﾞｰﾝ毎に熱電対があり、それぞれの加熱ｴﾚﾒﾝﾄの温度を測定しま
す。4つ目の熱電対は、ﾛｰﾄﾞ専用の熱電対で、通常中央加熱ｿﾞｰﾝに設置されています。そのため、
中央加熱ｿﾞｰﾝでのみ、ﾛｰﾄﾞ温度と加熱ｴﾚﾒﾝﾄ温度の両方が表示されます。両端ｿﾞｰﾝでは、それぞ
れの加熱ｴﾚﾒﾝﾄの温度のみが表示されます。

7.3ｶｽｹｰﾄﾞ熱電対を外した場合の操作

ﾛｰﾄﾞ熱電対が取り外し可能な場合でも、できる限り電気炉またはｵｰﾌﾞﾝﾁｬﾝﾊﾞｰ内に残しておいてくださ
い。ﾛｰﾄﾞ熱電対を加熱されない場所に置いたまま(作業台に置かれている場合など)操作すると、電気
炉またはｵｰﾌﾞﾝが最大温度まで加熱され、電力が無駄になるだけでなく、ｴﾚﾒﾝﾄの寿命が短くなる恐れ
があります。

ﾌﾟﾛｰﾌﾞ熱電対を加熱ｿﾞｰﾝの外側に置いたままでも電気炉は操作できますが、その場合にはｶｽｹｰﾄﾞｺﾝ
ﾄﾛｰﾗｰ設定画面でﾄﾘﾑﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ値を 0 に設定することが必要です(15.0の項を参照してください)。
Home (ﾎｰﾑ)画面では、加熱ｴﾚﾒﾝﾄﾙｰﾌﾟの温度は予想通りに表示されますが、ﾛｰﾄﾞ温度は周辺温
度に近い値が表示されます。
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ｶｽｹｰﾄﾞ熱電対が加熱ｿﾞｰﾝから取り外された状態での3ｿﾞｰﾝｶｽｹｰﾄﾞ制御

備考: ﾌﾟﾛｰﾌﾞ熱電対の接続を外すとｾﾝｻｰの断線とみなされ、ｺﾝﾄﾛｰﾗｰにより製品が加熱されなく
なりますので、ﾌﾟﾛｰﾌﾞ熱電対は必ず接続したままにしてください。

7.4ﾄﾘﾑ値

ﾄﾘﾑ値はﾛｰﾄﾞ温度と加熱ｴﾚﾒﾝﾄ温度間の最大許容温度差を設定するものです。この"ﾄﾘﾑ"はﾊﾟｰｾﾝﾄ
値の範囲として適用されます。すなわち、このﾊﾟﾗﾒｰﾀｰが"10"に設定されていれば、加熱ｴﾚﾒﾝﾄの温度
は製品の最高温度の10%以上上回ったり下回ったりすることができません。

製品の最大温度 (°C) 推奨ﾄﾘﾑ値 (%)
300 10
800 7
1200 5
>1200 2

備考：上述の値は標準的使用を基にした指針です。密度の高い素材を加熱する場合には、ﾄﾘﾑ
値をより高く設定されることを推奨します。

ﾄﾘﾑ値の調整方法に関する指示は15.0の項を参照してください。

7.5ｾﾝｻｰ断線

7.5.1制御熱電対

制御熱電対の接続が外れたり、故障した場合には、ｺﾝﾄﾛｰﾗにより"Sensorbreak (ｾﾝｻｰ断線)"ｴ
ﾗｰﾒｯｾｰｼﾞが表示され、熱電対により温度が読み取れないことを示します。
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ｺﾝﾄﾛｰﾗは自動的に"high point (高ﾎﾟｲﾝﾄ)"値、すなわち、製品が達成するように構成されている最大
温度を表示するようになり、以降加熱が行われなくなります。

備考：ｱﾗｰﾑﾘﾚｰ出力が構成されている場合には、これらのｱｲｺﾝも画面上に表示されます

制御熱電対ｾﾝｻｰ断線ｴﾗｰ表示

7.5.2過昇温熱電対(装備時)

過昇温ｺﾝﾄﾛｰﾗが装備されているときに熱電対の接続が外れたり、故障した場合には、ｺﾝﾄﾛｰﾗは過昇
温警告状態になります。これがﾄﾘｶﾞｰされるのは、熱電対の読み取り値が自動的に既定の"high point
(高ﾎﾟｲﾝﾄ)"ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰとなり、この温度は常に過昇温設定値の最大値よりも高い値であるためです。ｱ
ﾗｰﾑを認識して止めることができますが、熱電対が再接続または交換されるまで、製品は加熱を継続し
ません。

過昇温熱電対ｾﾝｻｰ断線ｴﾗｰ表示
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8.0ｵﾌｾｯﾄ校正

ｺﾝﾄﾛｰﾗや熱電対を長期間使用すると、再校正が必要となる場合があります。完全な校正が必要か
見極められるように、ときどき独立した熱電対や温度表示器を使用して簡単な検査を行ってください。

ﾌﾟﾛｾｽによっては数度異なっているだけで、ﾏｲﾅｽ要素となることがありますので、温度読み取り値は可能
な限り正確であることが非常に重要です。

備考：お手元のCarbolite Gero製品が不正確に校正されるのを防ぐため、独立した熱電対や表示
器はすべて使用に先立って校正し、ﾃｽﾄするようにしてください。

8.1一点校正

独立した熱電対や温度表示器を使用する際には、弊社製品ｺﾝﾄﾛｰﾗ上の読み取り値と独立した温
度表示器上の読み取り値の間の差を潜在的なｵﾌｾｯﾄ値と考えてください。

この方法は、ﾕｰｻﾞが製品内の対象物(ﾛｰﾄﾞや標本など)の一地点の温度を測定する場合にも応用で
きます。標本に対し、制御用の熱電対が読み取った温度と、独立した熱電対が読み取った温度の差
はｵﾌｾｯﾄ値として計算することができます。

例えば：

ｺﾝﾄﾛｰﾗが温度を1080°Cと表示し、独立した熱電対の読み取り値が1075°Cであった場合、製品内
の制御用熱電対の読み取り値は実際より5°C高いことを意味し、ｵﾌｾｯﾄ値は-5となります。ｺﾝﾄﾛｰﾗは
現在表示している温度より5°C低い温度を表示する必要があるからです。

-25から+25の範囲であれば、より正確な読み取り値が得られるように、ｵﾌｾｯﾄ校正機能を使用して、
ｺﾝﾄﾛｰﾗ上の表示温度を調整することができます。

このためには：

l Navigation (ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ)画面からOffset Calibration (ｵﾌｾｯﾄ校正)画面に進みます
l ｵﾌｾｯﾄ値を適用するｺﾝﾄﾛｰﾗを選択します
l "PVOffset (PVｵﾌｾｯﾄ)"のﾌｨｰﾙﾄﾞをﾀｯﾌﾟして、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞを表示します
l 望ましいｵﾌｾｯﾄ値を入力します
l "Enter (入力)"をﾀｯﾌﾟします
l 修正された温度読み取り値を表示するにはHome (ﾎｰﾑ)画面に戻ります
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ｵﾌｾｯﾄ値の設定

備考：ｵﾌｾｯﾄ校正値は複数加熱ｿﾞｰﾝを備えた製品用のものも含め、利用可能な全ｺﾝﾄﾛｰﾗに適
用できます。Offset Calibration (ｵﾌｾｯﾄ校正)画面に関連ﾎﾞﾀﾝが表示されます。

ｵﾌｾｯﾄ校正画面 (ｶｽｹｰﾄﾞ制御および過昇温保護機能付き3ｿﾞｰﾝｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝ)
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9.0ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

A 温度

B ｲﾍﾞﾝﾄ表示器

C ｾｸﾞﾒﾝﾄ

D ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを開始

E ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをｽｹｼﾞｭｰﾙ

F ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを編集

G ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ選択

"Supervisor (ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ)"または"Admin (管理者)"としてﾛｸﾞｲﾝした際のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ画面

A ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを一時停止

B ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをﾘｾｯﾄ

C 推定完了時刻の詳細

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行中のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ画面

備考 :長いﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをﾌﾟﾚﾋﾞｭｰする際には、画面上部の2つの矢印ﾎﾞﾀﾝが有効となり、ﾕｰｻﾞがﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑ概要をｽｸﾛｰﾙできるようになります。

9.1ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実行

前もって構成されたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実行するには：
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1. Programming (ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)画面に進みます

2. "Program Select(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ選択)"ﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟして Program Select(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ選択)画面を

開きます

3. ﾘｽﾄからﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを選択します。いずれかのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをﾀｯﾌﾟすると、Programming (ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)
画面に戻ります

4. "Start Program(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを開始)"ﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟして、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実行します。Programming
(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)画面が変わって、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが実行中であることがわかります

5. Home (ﾎｰﾑ)画面が表示されます。ここにはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのｽﾃｰﾀｽと、予想完了日時が表示されま

す

備考：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによりこの時間を超える場合でも、表示される予想完了時間は最大500時間となり
ます。この予想値の算出には、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内のﾎｰﾙﾄﾞﾊﾞｯｸの影響は考慮されていません。

1. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが完了したら、画面右側のグレーの領域をﾀｯﾌﾟすると、素早くProgramming (ﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾐﾝｸﾞ)画面に戻ることができます

2. "Reset(ﾘｾｯﾄ)"ﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟして、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを終了します

3. "Are you sure?(よろしいですか？)"の質問が書かれたﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ画面が表示されます。ﾁｪｯｸ

ﾏｰｸのﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟして、ﾘｾｯﾄします

備考：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが完了時にﾘｾｯﾄするように設定されている場合、ｽﾃｯﾌﾟ6の実行は不要になります

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実行(ｼﾝｸﾞﾙｿﾞｰﾝ)
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2回以上実行するようにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが構成されている場合には、"Cycle Countdown (ｻｲｸﾙｶｳﾝﾄﾀﾞｳ
ﾝ)"ｱｲｺﾝがHome (ﾎｰﾑ)画面上に表示され、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｻｲｸﾙの残存数を表示します。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行中で残りｻｲｸﾙ数は2

ｶｽｹｰﾄﾞ制御でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行中

備考：お手元のｺﾝﾄﾛｰﾗが複数の加熱ｿﾞｰﾝで構成されている場合には、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行時にHome
(ﾎｰﾑ)画面には自動的にﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾗが表示されます。"Back(戻る)"ﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟすると、全ｺﾝﾄ
ﾛｰﾗの概要が表示されます。
ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾗはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑにしたがって作動します。Controller Settings (ｺﾝﾄﾛｰﾗ設置)画面で
"Retransmit (ﾘﾄﾗﾝｽﾐｯﾄ)"ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰが"On (ｵﾝ)"に設定されている場合には、他のｺﾝﾄﾛｰﾗはいず
れもﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの設定値にしたがって作動します。"Retransmit (ﾘﾄﾗﾝｽﾐｯﾄ)"ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰが"Off (ｵﾌ)"
に設定されている場合には、他のｺﾝﾄﾛｰﾗはいずれも単一の温度ｺﾝﾄﾛｰﾗとして独立して使用できま
す。
複数ｿﾞｰﾝ製品の設定値ﾘﾄﾗﾝｽﾐｯﾄに関する詳細は本取扱説明書の"Controller Settings (ｺﾝﾄ
ﾛｰﾗ設置)"の項を参照してください。
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3ｿﾞｰﾝｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝ：全ｺﾝﾄﾛｰﾗの概要

ｶｽｹｰﾄﾞ制御機能付き3ｿﾞｰﾝｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝ
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2ｿﾞｰﾝｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝ：全ｺﾝﾄﾛｰﾗの概要

9.2ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをｽｹｼﾞｭｰﾙする

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをｽｹｼﾞｭｰﾙするには：

1. Programming (ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)画面に進みProgram Select (ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ選択)画面からｽｹ
ｼﾞｭｰﾙするﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを選択します

2. "Schedule Program(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをｽｹｼﾞｭｰﾙ)"ﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟして Schedule Program(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
をｽｹｼﾞｭｰﾙ)画面を開きます

3. 灰色のﾌｨｰﾙﾄﾞをﾀｯﾌﾟして、ｵﾝｽｸﾘｰﾝｷｰﾎﾞｰﾄﾞを開き、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実行を開始する日時を入力し
ます

4. "Ok"を選択して確定します
5. Home (ﾎｰﾑ)画面までﾅﾋﾞｹﾞｰﾄし、ｽｹｼﾞｭｰﾙしたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのｽﾃｰﾀｽを表示します
6. 該当ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはｽｹｼﾞｭｰﾙした日時に実行開始されるはずです
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ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのｽｹｼﾞｭｰﾙ(ｼﾝｸﾞﾙｿﾞｰﾝ)

備考：お手元の製品が複数の加熱ｿﾞｰﾝで構成されている場合には、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをｽｹｼﾞｭｰﾙし、
Home (ﾎｰﾑ)画面にﾅﾋﾞｹﾞｰﾄする際にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのｽｹｼﾞｭｰﾙ情報とともに全ｺﾝﾄﾛｰﾗの概要が表示
されるはずです。ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾗのﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲをﾀｯﾌﾟするとｼﾝｸﾞﾙｿﾞｰﾝの場合と同様にさらなる詳細情報
が表示されます。
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ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをｽｹｼﾞｭｰﾙ(3ｿﾞｰﾝの概要)

9.3ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの作成

備考：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを作成または編集するには、まずSupervisor (ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ)またはAdmin (管
理者)のﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙでﾛｸﾞｲﾝすることが必要です。ﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙの変更方法は、"User Levels(ﾕｰｻﾞﾚ
ﾍﾞﾙ)"の項の指示を参照してください。

備考：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを編集するには、既存のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを選択し、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの作成時と同じ手順にしたがっ
てください。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを作成するには：

1. Programming (ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)画面に進みます

2. "Program Select(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ選択)"ﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟして Program Select (ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ選択)画面

を開きます

3. 空のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｽﾛｯﾄを選択すると、Programming (ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)画面に戻ります

4. "Program Edit(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ編集)"ﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟしてGlobal Program Edit (ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
編集)画面を開き、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの作成を開始します
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9.3.1ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ編集画面

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ編集画面

まず、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ全体に適用されるﾊﾟﾗﾒｰﾀｰを設定することが必要です。

次の表に各ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰの説明と使用方法が説明されています。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ 説明/使用方法

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名
画面上部のﾌｨｰﾙﾄﾞをﾀｯﾌﾟするとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名をｶｽﾀﾏｲｽﾞすることができます(10文
字以内)

ﾎｰﾙﾄﾞﾊﾞｯｸｽﾀｲﾙ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ全体で同一のﾎｰﾙﾄﾞﾊﾞｯｸ設置を適用させるか、個別のｾｸﾞﾒﾝﾄ毎に定
義できるようにするか定義するために使用されます

l “Program (ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)”ｽﾀｲﾙが選択された場合には、“Holdback Type
(ﾎｰﾙﾄﾞﾊﾞｯｸﾀｲﾌﾟ)”、“Holdback Value (ﾎｰﾙﾄﾞﾊﾞｯｸ値)”, “Ramp Units
(昇温速度単位)”および“Program Cycles (ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｻｲｸﾙ)”の各ﾊﾟﾗﾒｰ
ﾀｰが設定できるようになります

l “Segment (ｾｸﾞﾒﾝﾄ)”ｽﾀｲﾙが選択された場合には、Global Program
Edit (ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ編集)画面上では“Ramp Units (昇温速度単
位)”および“Program Cycles (ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｻｲｸﾙ)”のﾊﾟﾗﾒｰﾀｰしか、設定で
きなくなります

ﾎｰﾙﾄﾞﾊﾞｯｸﾀｲﾌﾟ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ全体のﾎｰﾙﾄﾞﾊﾞｯｸﾀｲﾌﾟを定義するのに使用されます

l Off (ｵﾌ) – ﾎｰﾙﾄﾞﾊﾞｯｸは稼働しない
l Low (低) – ﾎｰﾙﾄﾞﾊﾞｯｸは加熱中にのみ稼働する
l High (高) – ﾎｰﾙﾄﾞﾊﾞｯｸは冷却中にのみ稼働する
l Band (ﾊﾞﾝﾄﾞ) – ﾎｰﾙﾄﾞﾊﾞｯｸは加熱中も冷却中も稼働する

Holdback Value
(ﾎｰﾙﾄﾞﾊﾞｯｸ値)

ﾎｰﾙﾄﾞﾊﾞｯｸが稼働し、さらなる加熱や冷却が停止されるまでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが実際の
温度より先行できる数値(単位は°C /°F / K)を設定します(特定のﾎｰﾙﾄﾞﾊﾞｯｸ
ﾀｲﾌﾟが選択された場合にのみ表示されます)

昇温速度単位 昇温速度単位を毎秒 °C、毎分 °Cまたは毎時 °Cのいずれかに指定するため
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に使用されます。
(このﾛｼﾞｯｸは°FやKで表示するように構成されているｺﾝﾄﾛｰﾗにも適用されます)

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｻｲｸﾙ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実行するように設定されている回数(最小値は1)。2回以上実行す
るようにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが設定されている場合には、"Cycle Countdown (ｻｲｸﾙｶｳﾝﾄ
ﾀﾞｳﾝ)"ｱｲｺﾝがHome (ﾎｰﾑ)画面上に表示され、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｻｲｸﾙの残存数を
表示します

備考：値の横に青色で"More Information (詳細情報)"ｱｲｺﾝが表示されている場合には、そのｱ
ｲｺﾝをﾀｯﾌﾟすると値の詳細を説明する画面が表示されます。

詳細情報：ﾎｰﾙﾄﾞﾊﾞｯｸｽﾀｲﾙ

詳細情報：ﾎｰﾙﾄﾞﾊﾞｯｸﾀｲﾌﾟ
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9.3.2ｾｸﾞﾒﾝﾄ編集画面

"Rate"ｾｸﾞﾒﾝﾄﾀｲﾌﾟのｾｸﾞﾒﾝﾄ編集画面

1. Global Program Edit (ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ編集)画面で全ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰを設定し終えたら、

"Segment (ｾｸﾞﾒﾝﾄ)"ﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟしてSegment Select (ｾｸﾞﾒﾝﾄ選択)画面を開き、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

内の各ｾｸﾞﾒﾝﾄの編集を開始します

2. ｾｸﾞﾒﾝﾄの項をﾀｯﾌﾟし、そのｾｸﾞﾒﾝﾄの編集画面を開きます

3. 各ｾｸﾞﾒﾝﾄのSegment Edit (ｾｸﾞﾒﾝﾄ編集)画面で"Segment Type (ｾｸﾞﾒﾝﾄﾀｲﾌﾟ)"ﾎﾞﾀﾝをﾀｯ

ﾌﾟし、利用可能な全ｾｸﾞﾒﾝﾄﾀｲﾌﾟを表示するﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ画面を開きます

4. ｾｸﾞﾒﾝﾄﾀｲﾌﾟを選択します。これにより、選択したｾｸﾞﾒﾝﾄﾀｲﾌﾟに関連のある他のﾊﾟﾗﾒｰﾀｰのﾛｯｸが

解除されます

5. 値を設定するには、灰色のﾌｨｰﾙﾄﾞをﾀｯﾌﾟします。ﾌｨｰﾙﾄﾞによっては、ｵﾝまたはｵﾌの値を切り替え

るのに、複数回ﾀｯﾌﾟしなければならないものがありますし、値の入力が必要であればｷｰﾎﾞｰﾄﾞが開く

場合もあります。

ｾｸﾞﾒﾝﾄﾀｲﾌﾟ選択画面

以下の表に各ｾｸﾞﾒﾝﾄﾀｲﾌﾟ用のﾊﾟﾗﾒｰﾀｰｵﾌﾟｼｮﾝの詳細がまとめられています。
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ｾｸﾞﾒ
ﾝﾄﾀｲ
ﾌﾟ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ 説明/使用方法

End
(終
了)

Event
Output (ｲ
ﾍﾞﾝﾄ出力、
ｵﾌﾟｼｮﾝ)

そのｾｸﾞﾒﾝﾄの間に発生すべき“event (ｲﾍﾞﾝﾄ)”を選択します(ｿﾚﾉｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞをｵﾝ
にする、ﾌｧﾝを作動させるなど)

Program
End (ﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑ終了)

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをEnd (終了)する方法を選択します。

l Dwell (維持) - ﾕｰｻﾞが手動で介入してﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをﾘｾｯﾄするまで直前の
ｾｸﾞﾒﾝﾄで達成した温度を維持する

l Reset (ﾘｾｯﾄ) - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを自動的に停止し、基本的なｺﾝﾄﾛｰﾗﾓｰﾄﾞに
戻る

l Track (ﾄﾗｯｸ) - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの設定にiToolsｿﾌﾄｳｪｱを使用する場合には、
この"Track (ﾄﾗｯｸ)"ｵﾌﾟｼｮﾝが表示されます。CC-T1ではこのﾊﾟﾗﾒｰﾀｰはｻ
ﾎﾟｰﾄされていないため、Carbolite Gero製品上では使用しないでください。

Rate
(速
度)

Event
Output (ｲ
ﾍﾞﾝﾄ出力、
ｵﾌﾟｼｮﾝ)

そのｾｸﾞﾒﾝﾄの間に発生すべき“event (ｲﾍﾞﾝﾄ)”を選択します(ｿﾚﾉｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞをｵﾝ
にする、ﾌｧﾝを作動させるなど)

Target
Setpoint
(目標温度
設定値)

そのｾｸﾞﾒﾝﾄでｺﾝﾄﾛｰﾗが到達すべき望ましい温度

昇温速度
度(°C /°F / K)で表示した、秒/分/時間毎に上昇する温度数(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ編集
画面で設定した”Ramp Units(昇温速度の単位)”ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰに応じます)

Time
(時
間)

Event
Output (ｲ
ﾍﾞﾝﾄ出力、
ｵﾌﾟｼｮﾝ)

そのｾｸﾞﾒﾝﾄの間に発生すべき“event (ｲﾍﾞﾝﾄ)”を選択します(ｿﾚﾉｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞをｵﾝ
にする、ﾌｧﾝを作動させるなど)

Time to
Target
(目標到達
時間)

ﾕｰｻﾞが設定する、ｺﾝﾄﾛｰﾗが望ましい設定値に達するまでにかけるべき時間(時
間、分および秒)

Target
Setpoint
(目標温度
設定値)

そのｾｸﾞﾒﾝﾄでｺﾝﾄﾛｰﾗが到達すべき望ましい温度

Dwell
(維
持)

Event
Output (ｲ
ﾍﾞﾝﾄ出力、
ｵﾌﾟｼｮﾝ)

そのｾｸﾞﾒﾝﾄの間に発生すべき“event (ｲﾍﾞﾝﾄ)”を選択します(ｿﾚﾉｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞをｵﾝ
にする、ﾌｧﾝを作動させるなど)
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Duration
(維持時
間)

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内の直前のｾｸﾞﾒﾝﾄで達成した温度をｺﾝﾄﾛｰﾗが維持すべき時間の長さ
(時間、分、秒で表示)

Step
(ｽﾃｯ
ﾌﾟ)

Event
Output (ｲ
ﾍﾞﾝﾄ出力、
ｵﾌﾟｼｮﾝ)

そのｾｸﾞﾒﾝﾄの間に発生すべき“event (ｲﾍﾞﾝﾄ)”を選択します(ｿﾚﾉｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞをｵﾝ
にする、ﾌｧﾝを作動させるなど)

Target
Setpoint
(目標温度
設定値)

そのｾｸﾞﾒﾝﾄでｺﾝﾄﾛｰﾗが到達すべき望ましい温度

Call
(呼
出)

Call
Cycles (ｻ
ｲｸﾙ呼出)

現行のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの次のｾｸﾞﾒﾝﾄに移行する前に、呼出したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実行させる
回数を選択します

Call
Program
(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
呼出)

現行のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが“Call (呼出)”ｾｸﾞﾒﾝﾄに達したときに実行する別のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを
選択します

備考：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｽﾛｯﾄの順序が現行のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑより高いﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑしかCall (呼
出)することができません。すなわち、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｽﾛｯﾄ"P4"でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを作成して
いる場合には、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ5～10を呼出すことはできますが、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ1、2、3を
呼出すことはできません。

備考：Global Program Edit (ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ編集)画面で"Holdback (ﾎｰﾙﾄﾞﾊﾞｯｸ)"ﾊﾟﾗ
ﾒｰﾀｰが"Segment (ｾｸﾞﾒﾝﾄ)"に設定されている場合には、上の表の値に加え、"Holdback Type
(ﾎｰﾙﾄﾞﾊﾞｯｸﾀｲﾌﾟ)"および"Holdback Value (ﾎｰﾙﾄﾞﾊﾞｯｸ値)" ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰがSegment Edit (ｾｸﾞﾒ
ﾝﾄ編集)画面に表示されます。

6. ｾｸﾞﾒﾝﾄ内でﾊﾟﾗﾒｰﾀｰを設定し終えたら、"Back (戻る)"ﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟしてｸﾞﾗﾌ表示に戻り、次のｾｸﾞ

ﾒﾝﾄを選択します。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ毎に24のｾｸﾞﾒﾝﾄを構成することができます。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内で3つ目のｾｸﾞﾒ

ﾝﾄが設定されると、2つの矢印キーが有効になります。これらのキーを使用するとﾕｰｻﾞは利用可能

なｾｸﾞﾒﾝﾄの次のｾｯﾄとの間をﾅﾋﾞｹﾞｰﾄして行き来できるようになります

7. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの構成を終えたら"Back (戻る)"ﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟしてProgramming (ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)画面に

戻ります。これで構成したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは Program Select (ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ選択)画面上から全ﾕｰｻﾞが

利用できるようになります
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2つのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｾｸﾞﾒﾝﾄ出力が構成されている製品でのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの作成
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9.4ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ編集

既に構成し終えたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを編集するには：

1. Programming (ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)画面に進みます

2. "Program Select(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ選択)"ﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟして Program Select (ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ選択)画面を

開きます

3. 編集するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをﾀｯﾌﾟすると、Programming (ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)画面に戻ります

4. "Program Edit (ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ編集)"ﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟし、本取扱説明書の"ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの作成"の項で説明

されている方法に従ってください
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10.0ｱﾗｰﾑﾘﾚｰ (ｵﾌﾟｼｮﾝ)

CC-T1では、ﾄﾞｱﾛｯｸやｿﾚﾉｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ、ﾌｧﾝ、可聴ｱﾗｰﾑなど付加的な機能の制御に使用されるﾘﾚｰ
(電子制御のｽｲｯﾁ)が2つ利用できます。これらのﾘﾚｰは必要に応じて外部機器を制御するためにも使
用されます。

ﾘﾚｰはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内の特定地点(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｾｸﾞﾒﾝﾄ出力とも呼ばれます)で、もしくは、製品が特定の温度
に達したときにﾄﾘｶﾞｰされるように設定できます。

l 製品にﾄﾞｱﾛｯｸが装備されている場合には、このﾛｯｸをﾘﾚｰとﾘﾝｸすることが可能です。ﾕｰｻﾞは、温
度が200°C以上になればﾄﾞｱをﾛｯｸするなど、ﾘﾚｰがﾄﾘｶﾞｰされる温度を入力することができます。
この場合、温度が200°C未満に下がるまでﾄﾞｱはﾛｯｸされたままとなります。ｱﾗｰﾑﾄﾘｶﾞｰ温度は
Controller Settings (ｺﾝﾄﾛｰﾗ設置)画面で設定できます。

2つのｱﾗｰﾑが付いたｺﾝﾄﾛｰﾗの設置画面

備考：ｱﾗｰﾑﾘﾚｰｵﾌﾟｼｮﾝを注文された際には、ｱﾗｰﾑ１やｱﾗｰﾑ２のﾊﾟﾗﾒｰﾀｰはController
Settings (ｺﾝﾄﾛｰﾗ設置)画面でのみ利用できます。

CC-T1で構成できる最大数は以下の通りです。

l 2 x ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｾｸﾞﾒﾝﾄ出力(ｲﾍﾞﾝﾄ出力)
または

l 2 x ｱﾗｰﾑﾘﾚｰ
または

l 1X ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｾｸﾞﾒﾝﾄ出力 および 1x ｱﾗｰﾑﾘﾚｰ
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重要：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｾｸﾞﾒﾝﾄ出力を注文しなかった場合、もしくはｱﾗｰﾑﾘﾚｰ2個のCC-T1を注文された場
合には、Segment Edit (ｾｸﾞﾒﾝﾄ編集)画面内の"Event Output (ｲﾍﾞﾝﾄ出力)"ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰはﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑ作成または編集時にはｸﾞﾚｰ表示となります。

ｱｲｺﾝ ﾘﾚｰ

ｿﾚﾉｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ

排気ﾌｧﾝ

ﾄﾞｱﾛｯｸ

冷却ﾌｧﾝ

可聴ｱﾗｰﾑ

ﾘﾚｰ(お客様が指定されたもの)
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11.0ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ

ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ機能を使用すると、ﾕｰｻﾞは設定値や実際の温度、ﾘﾚｰのｽﾃｰﾀｽをﾛｸﾞ記録し、CC-T1か
らﾃｽﾄﾃﾞｰﾀを.csvﾌｧｲﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞできるようになります。

備考：ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞを行う際には、必ずｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙにﾌｫｰﾏｯﾄ済みのUSBｽﾃｨｯｸを挿入してから、
製品のｽｲｯﾁをｵﾝにしてください。

ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞは自動と手動の2つの方法で実行できます。

l 自動ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行時にのみ利用できます。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが完了するかﾘｾｯﾄされると、
ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞは自動的に終了します

l 手動ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行中でも、CC-T1を単純な温度ｺﾝﾄﾛｰﾗとして使用している際にも
利用できます

11.1USB要件

重要：CC-T1で使用するUSBｽﾃｨｯｸはいずれもFAT32形式でﾌｫｰﾏｯﾄされていることが必要で、容
量は32GB以下でなければなりません。

使用中であることを表示するｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨﾗｲﾄ付きのUSBｽﾃｨｯｸの使用を推奨します。

ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞの結果を最適化するため、新しくﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞを行う前に、USBｽﾃｨｯｸをﾌｫｰﾏｯﾄし直すよう
にしてください。ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ時にUSBｽﾃｨｯｸに別のﾌｧｲﾙが含まれていると、ﾃﾞｰﾀの破損や損失、ｽｸﾘｰ
ﾝ性能の低下の原因となることがあります。

11.2ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ設置

ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ設置を変更すれば、ﾕｰｻﾞはどの情報を記録するか決定することができます。

備考：お手元の製品が複数加熱ｿﾞｰﾝを備えている場合には、ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ設置は構成済みの全ｺﾝ
ﾄﾛｰﾗに適用されます。

備考：設置を変更するには、ﾕｰｻﾞは"Supervisor (ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ)"または"Admin (管理者)"とし
てﾛｸﾞｲﾝしていることが必要です。

ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ設置を変更するには：

1. Data Logging (ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ)画面に進みます

2. "Settings (設置)"ﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟしてData Logging Settings (ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ設置)画面を開き

ます
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以下の表に利用できるﾊﾟﾗﾒｰﾀｰが列挙されています。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ 説明

Time
Span (時
間間隔)

ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞｸﾞﾗﾌに表示される経過時間の長さ。

l min=分
l sec=秒

備考：CC-T1は10秒毎にﾃﾞｰﾀのﾛｸﾞ記録をとります。したがって"Time Span (時間
間隔)"ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰを"10 min (10分)"に設定した場合には、ｸﾞﾗﾌに表示されるﾛｸﾞﾎﾟｲ
ﾝﾄは60となります。

Trend
View (ﾄﾚﾝ
ﾄﾞ表示)

l Single (ｼﾝｸﾞﾙ) =記録された全ﾃﾞｰﾀが1つのｸﾞﾗﾌに表示されます
l Multiple (複数) = "Trend Data (ﾄﾚﾝﾄﾞﾃﾞｰﾀ)"の各部分が個々のｸﾞﾗﾌとして
表示されます

File Name
(ﾌｧｲﾙ名)

ﾕｰｻﾞはﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする.csvﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙ名をｶｽﾀﾏｲｽﾞすることができます。

警告：ﾛｸﾞ記録のﾌｧｲﾙ名に使用できるのは英数字のみです。"特殊文字" (&!_#な
ど)を使用すると、ﾛｸﾞ記録ﾌｧｲﾙをｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする際にｴﾗｰが発生する原
因となります。

Trend
Data (ﾄﾚﾝ
ﾄﾞﾃﾞｰﾀ)

ﾕｰｻﾞが記録するﾃﾞｰﾀを選択できるようになります。

l 設定値
l 温度
l ｲﾍﾞﾝﾄ (ﾘﾚｰのｽﾃｰﾀｽ)

3. ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰの設定を終えたら"Back (戻る)"ﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟしてData Logging (ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ)画面

に戻ります

備考："Operator (ｵﾍﾟﾚｰﾀ)"許可を持つﾕｰｻﾞがﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞを実行するようｽｹｼﾞｭｰﾙされている場
合には、ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ設置に望ましくない改変が行われないように、この時点でﾛｸﾞｱｳﾄするよう推奨し
ます。
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ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ設置を変更するには

11.3ﾃﾞｰﾀの記録

備考：複数の加熱ｿﾞｰﾝが装備された製品からﾃﾞｰﾀを記録する際に、一つのｺﾝﾄﾛｰﾗに対するﾃﾞｰﾀﾛ
ｷﾞﾝｸﾞを"Automatic (自動)"または"Manual (手動)"と設定すると、他のすべてのｺﾝﾄﾛｰﾗにも同一
のｵﾌﾟｼｮﾝが適用されます。

11.3.1自動ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ

自動ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行中にのみ機能します。ﾛｸﾞ記録はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの開始時に開始され、ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑがﾘｾｯﾄされると終了します。

自動的にﾛｸﾞﾃﾞｰﾀを記録するには：

1. "Supervisor (ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ)"または"Admin (管理者)"のﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙでﾛｸﾞｲﾝします
2. Data Logging (ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ)画面に進みます
3. "Main (主)"ﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟしてData Logging View (ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ表示)画面に進みます
4. "Auto (自動)"の隣のﾌｨｰﾙﾄﾞをﾀｯﾌﾟするとﾁｪｯｸﾏｰｸが表示されるはずです。これで手動ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞ

ﾝｸﾞが無効となったため、必要であれば"Supervisor (ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ)"または"Admin (管理者)"
ﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙからﾛｸﾞｱｳﾄすることができます

5. Programming (ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)画面に進み、記録するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実行するか、ｽｹｼﾞｭｰﾙしてくだ
さい。これでﾃﾞｰﾀが自動的に記録されるようになります
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自動ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞの設定 - ﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙ：Admin (管理者)

11.3.2手動ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ

手動ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞは、いつでも、ﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙを問わず、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行中でも、CC-T1を単純な温度ｺﾝﾄ
ﾛｰﾗとして使用している際にも利用できます。

手動でﾛｸﾞﾃﾞｰﾀを記録するには：

1. Data Logging View (ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ表示)画面に進みます

2. "Record Start/Stop (記録開始/停止)"ﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟします。ﾎﾞﾀﾝ上のｼﾝﾎﾞﾙが〇から□に変わ

り、ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞが進行中であることがわかります。

3. ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞを停止するには"Record Start/Stop (記録開始/停止)"ﾎﾞﾀﾝをもう一度ﾀｯﾌﾟしま

す。ﾎﾞﾀﾝ上のｼﾝﾎﾞﾙが□から〇に変わります
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手動ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞの設定 - ﾕｰｻﾞﾚﾍﾞﾙ：Operator (ｵﾍﾟﾚｰﾀ)

11.3.3ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞのｸﾞﾗﾌ表示

Data Logging (ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ)画面上の任意のｺﾝﾄﾛｰﾗﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟすると該当のｺﾝﾄﾛｰﾗのｸﾞﾗﾌが
表示されます。表示は適用した設置に応じて異なります。

ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ画面：ｶｽｹｰﾄﾞ制御3ｿﾞｰﾝｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝ
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ｼﾝｸﾞﾙ表示

ﾄﾚﾝﾄﾞﾃﾞｰﾀ：設定値、温度

複数表示

ﾄﾚﾝﾄﾞﾃﾞｰﾀ：設定値、温度

ｼﾝｸﾞﾙ表示

ﾄﾚﾝﾄﾞﾃﾞｰﾀ：設定値、温度、ｲﾍﾞﾝﾄ

複数表示

ﾄﾚﾝﾄﾞﾃﾞｰﾀ：設定値、温度、ｲﾍﾞﾝﾄ

50



11.4ﾃﾞｰﾀのUSBへのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

ﾛｸﾞﾃﾞｰﾀは 2分毎にUSBｽﾃｨｯｸ上の .csv ﾌｧｲﾙに直接記録されます。

.csvﾌｧｲﾙへの書き込み中はCarbolite Gero USBｽﾃｨｯｸが点滅して、ﾃﾞｰﾀ書き込み中をお知らせし
ます。ﾛｸﾞﾃﾞｰﾀの記録が完了したら、製品からUSBｽﾃｨｯｸを取り外すことができます。

備考：ｺﾝﾄﾛｰﾗには記録したﾃﾞｰﾀをｾｯｼｮﾝを越えて保存しておくことができません。

11.5ﾛｸﾞ記録されたﾃﾞｰﾀを開く

CC-T1ではﾛｸﾞﾃﾞｰﾀをﾀﾌﾞ区切りのﾌｧｲﾙ形式 (.csv)でｴｸｽﾎﾟｰﾄするため、様々なｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ
上で標準の表計算ｿﾌﾄｳｪｱを使用して開くことができます。

備考：以下の説明やｽｸﾘｰﾝｼｮｯﾄは、Office 365がｲﾝｽﾄｰﾙされたWindows 10ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃ
ﾑでの例を示すものです。WindowsやMicrosoft Officeのﾊﾞｰｼﾞｮﾝが異なれば、表示画面も異なっ
ている場合があります。

USBｽﾃｨｯｸにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞし終えたﾃﾞｰﾀにｱｸｾｽするには：

1. 製品からUSBｽﾃｨｯｸを取り外します

2. そのUSBｽﾃｨｯｸをｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰに挿入します

3. ﾌｧｲﾙ構造を開きます。複数のﾌｫﾙﾀﾞが表示されるはずです。各ﾌｫﾙﾀﾞ内にﾛｸﾞ記録ﾃﾞｰﾀが.csv
ﾌｧｲﾙ形式で保存されています。お手元のCC-T1のｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝに応じて、ﾃﾞｰﾀが含まれていな

いﾌｧｲﾙが表示される場合もあります

4. これらのﾌｫﾙﾀﾞをご利用のｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰの安全な場所にｺﾋﾟｰして保存されることを推奨します。次回

のﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞに同一のUSBｽﾃｨｯｸを使用する場合には、事前にUSBｽﾃｨｯｸをﾌｫｰﾏｯﾄして、この

ﾃﾞｰﾀを消去してください

5. ﾃﾞｰﾀを開くには該当の .csvﾌｧｲﾙをﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸしてください
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備考：名前がQF、QF_1などとなっている列には値がないため、無視または削除できます。
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12.0ｲｰｻﾈｯﾄ接続

Eurotherm社のiTools Engineering Studioｿﾌﾄｳｪｱを介して機能の監視やﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの作成、既存
のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのCC-T1への搭載を行うには、ｺﾝﾄﾛｰﾗとｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰの間の接続を確立することが必要です。
これはｲｰｻﾈｯﾄを介して実行できます。

CC-T1内の各ｺﾝﾄﾛｰﾗﾓｼﾞｭｰﾙには独自のIPｱﾄﾞﾚｽが備わっています。製品のｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝに応じて、
以下のすべてもしくはｻﾌﾞｾｯﾄが利用できます。

ｺﾝﾄﾛｰﾗﾓｼﾞｭｰﾙ IPｱﾄﾞﾚｽ
ｶｽｹｰﾄﾞ(ｶｽｹｰﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗｵﾌﾟｼｮﾝのみ) 192.168.111.221
主 192.168.111.222
過昇温(装備時) 192.168.111.223
左ｴﾝﾄﾞｿﾞｰﾝ(3ｿﾞｰﾝﾓﾃﾞﾙのみ) 192.168.111.224
右ｴﾝﾄﾞｿﾞｰﾝ(3ｿﾞｰﾝﾓﾃﾞﾙのみ) 192.168.111.225

ｲｰｻﾈｯﾄからUSBへのｱﾀﾞﾌﾟﾀｰを使用すると、製品を一台のｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰに直接接続することができます
(13.0の項を参照してください)。

備考：iTools接続を確実に確立するためには、ｲｰｻﾈｯﾄからUSBへのｱﾀﾞﾌﾟﾀｰはｺﾝﾄﾛｰﾗﾓｼﾞｭｰﾙの
ものとは異なったIPｱﾄﾞﾚｽで構成することが必要です。

もしくは、製品を既存のｲｰｻﾈｯﾄﾈｯﾄﾜｰｸに接続して、ﾘﾓｰﾄｱｸｾｽを有効にすることができます。

重要：ｺﾝﾄﾛｰﾗﾓｼﾞｭｰﾙのIP ｱﾄﾞﾚｽは事前に構成されているため、変更できません。CC-T1ｺﾝﾄﾛｰﾗ
をｲｰｻﾈｯﾄﾈｯﾄﾜｰｸに接続するには、ﾕｰｻﾞが製品を正しく識別できるように、ｲｰｻﾈｯﾄﾙｰﾀｰを追加し
て使用することが必要となります。

製品とｲｰｻﾈｯﾄﾈｯﾄﾜｰｸの間に接続するために構成済みのﾙｰﾀｰは ｶｰﾎﾞﾗｲﾄ･ｹﾞﾛから注文できます。

ﾙｰﾀｰには接続に関する別個の指示が添付されています。設定時に補助が必要であれば御社のIT部
門にお問い合わせください。
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13.0ｲｰｻﾈｯﾄからUSBへのｱﾀﾞﾌﾟﾀｰを介して接続

ｲｰｻﾈｯﾄからUSBへのｱﾀﾞﾌﾟﾀｰを使えば、製品を一台のｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰに直接接続することができます。この
場合、製品はその場でそのｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰのみから監視および制御できるようになります。

製品を離れた場所から監視することが必要であれば、ｲｰｻﾈｯﾄﾙｰﾀｰが必要になります(1.0の項を参照
してください)。
製品に接続する前に、ｲｰｻﾈｯﾄからUSBへのｱﾀﾞﾌﾟﾀｰが適切な IP ｱﾄﾞﾚｽで構成されていることを確認し
てください。補助が必要であれば御社のIT 担当者にお問い合わせください。

備考：iTools接続を確実に確立するためには、ｲｰｻﾈｯﾄからUSBへのｱﾀﾞﾌﾟﾀｰはｺﾝﾄﾛｰﾗﾓｼﾞｭｰﾙのも
のとは異なったIPｱﾄﾞﾚｽで構成することが必要です。ｺﾝﾄﾛｰﾗｰのIPｱﾄﾞﾚｽのﾘｽﾄに関しては、12.0の
項を参照してください。

13.1iToolsを介して接続する

備考：iToolsを介して接続する場合には、まずCC-T1設定内の各ｺﾝﾄﾛｰﾗﾓｼﾞｭｰﾙのIPｱﾄﾞﾚｽを
iToolsｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝ設定内に入力することが必要です。

このためには：

1. お手元のｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰのｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙから、iTools (32-bit)を開きます。Registry Settings
(ﾚｼﾞｽﾄﾘ設定) - iTools Configuration (iTools ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝ)ｳｨﾝﾄﾞｳが開きます
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2. TCP/IPﾀﾌﾞを選択し、Add... (...を追加)をｸﾘｯｸします。New TCP/IP Port (新規
TCP/IPﾎﾟｰﾄ)ｳｨﾝﾄﾞｳが開きます

3. 対応するｺﾝﾄﾛｰﾗﾓｼﾞｭｰﾙの名前などを使用して、新しい接続ﾎﾟｰﾄに名前を付けます

4. Add... (...を追加)をｸﾘｯｸします
5. Host Name/Address (ﾎｽﾄ名/ｱﾄﾞﾚｽ)ﾌｨｰﾙﾄﾞに追加するｺﾝﾄﾛｰﾗﾓｼﾞｭｰﾙのIPｱﾄﾞﾚｽを入

力します
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6. OKをｸﾘｯｸします
7. 接続する各ｺﾝﾄﾛｰﾗﾓｼﾞｭｰﾙに対し、この手順を繰り返します

8. Apply (適用)をｸﾘｯｸし、ｳｨﾝﾄﾞｳを閉じます
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13.2接続の確立

1. お手元のｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰでiTools Engineering Studio (iToolsｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｽﾀｼﾞｵ)を開きます

2. 上部ﾂｰﾙﾊﾞｰ内のScan (ｽｷｬﾝ)ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします

3. Enable Background Scan (背景でのｽｷｬﾝを有効化)というﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟｳｨﾝﾄﾞｳが開きます。

Scan all device addresses (255 first, then 1 to 254) (255から始め、1から254の
順に全ﾃﾞﾊﾞｲｽのｱﾄﾞﾚｽをｽｷｬﾝ)およびScan for Eurotherm devices only (Eurotherm
のﾃﾞﾊﾞｲｽのみをｽｷｬﾝ)の両方のｵﾌﾟｼｮﾝが選択されていることを確認し、OKをｸﾘｯｸします
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4. ｿﾌﾄｳｪｱにより、ｲｰｻﾈｯﾄを介して接続されている任意のｺﾝﾄﾛｰﾗﾓｼﾞｭｰﾙが自動的に見つかるはず

です。完了する前にｽｷｬﾝを停止するには、Scan (ｽｷｬﾝ)ﾎﾞﾀﾝをもう一度ｸﾘｯｸします。下の例

は、過昇温保護搭載のｼﾝｸﾞﾙｿﾞｰﾝがｲｰｻﾈｯﾄにより接続されている場合のものです。
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これで、iToolsを介してCC-T1ｺﾝﾄﾛｰﾗにｱｸｾｽできます。

14.0保守ﾘﾏｲﾝﾀﾞｰ

以下のｱｲｺﾝが画面上に表示されれば、"Maintenance Reminder (保守ﾘﾏｲﾝﾀﾞｰ)"がｽｹｼﾞｭｰﾙさ
れていることを示します。

ﾎｰﾑ画面上の保守ﾘﾏｲﾝﾀﾞｰｱｲｺﾝ
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"Maintenance Reminder (保守ﾘﾏｲﾝﾀﾞｰ)"ｱｲｺﾝをﾀｯﾌﾟすると、以下の画面が開きます。

保守ﾘﾏｲﾝﾀﾞｰﾒｯｾｰｼﾞ

"Admin (管理者)"ﾚﾍﾞﾙでﾛｸﾞｲﾝしているﾕｰｻﾞは、必要に応じて、特定の時期にこのﾘﾏｲﾝﾀﾞｰが表示
されるよう、または無効となるように設定したり、ﾘｾｯﾄしたりできます。

このためには：

1. Settings (設置) 画面に進みます
2. "Main Controller (ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾗ)"ﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟします
3. "Set Maintenance Reminder (保守ﾘﾏｲﾝﾀﾞｰを設定)"ｱｲｺﾝをﾀｯﾌﾟします
4. 各ﾌｨｰﾙﾄﾞをﾀｯﾌﾟして望ましい日時を設定します
5. "Ok"をﾀｯﾌﾟして確定します
6. これで該当ﾘﾏｲﾝﾀﾞｰｱｲｺﾝがｽｹｼﾞｭｰﾙした日時に表示されるようになります
7. Set Maintenance Reminder (保守ﾘﾏｲﾝﾀﾞｰを設定)画面の右上にあるﾘｾｯﾄﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟ

すると、ﾘﾏｲﾝﾀﾞｰがﾘｾｯﾄできます。ﾘｾｯﾄすると、次回ｽｹｼﾞｭｰﾙされた時期までﾘﾏｲﾝﾀﾞｰが表示さ
れることはありません
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保守ﾘﾏｲﾝﾀﾞｰの設定
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15.0ｺﾝﾄﾛｰﾗ設置

製品上で設定されているｺﾝﾄﾛｰﾗ毎に以下のﾊﾟﾗﾒｰﾀｰを含む追加ﾒﾆｭｰがあります。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ 説明/使用方法

Max Power
(最大出力)
(%)

製品の加熱ｴﾚﾒﾝﾄにより供給される出力の量を調整するために使われます。

製品のﾃﾞｻﾞｲﾝおよび意図された電源の電圧によっては、加熱ｴﾚﾒﾝﾄを過負荷や不
必要な摩耗から保護するために、最大出力(%)の値が調整できます。

複数ｿﾞｰﾝ製品では最大出力設定は各温度ｺﾝﾄﾛｰﾗ毎に調整できます。

備考：このﾊﾟﾗﾒｰﾀｰはｶｽｹｰﾄﾞ制御設定画面には表示されません。

Auto-Tune
(自動調整)

通常の作動温度範囲外で製品を使用する際に、ｺﾝﾄﾛｰﾗ内のPID条件を絞り、製
品の温度制御を最適化するために使用します。

備考：このﾊﾟﾗﾒｰﾀｰはｶｽｹｰﾄﾞ制御設定画面には表示されません。

Status (ｽﾃｰﾀ
ｽ)

ｺﾝﾄﾛｰﾗのｴﾗｰｽﾃｰﾀｽを数値(0～9)で表示します。ｽﾃｰﾀｽ値が0(通常)以外であ
れば、ｶｰﾎﾞﾗｲﾄ･ｹﾞﾛ･ｻｰﾋﾞｽに連絡して、指示を求めてください。

Retransmit
(ﾘﾄﾗﾝｽﾐｯﾄﾘﾄ
ﾗﾝｽﾐｯﾄ) (3
ｿﾞｰﾝｺﾝﾌｨｸﾞ
ﾚｰｼｮﾝのみ)

ﾘﾄﾗﾝｽﾐｯﾄ値が以下の通りに設定されていれば：

l On (ｵﾝ) -左および右ｺﾝﾄﾛｰﾗ (ｴﾝﾄﾞｿﾞｰﾝ)はﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾗの設定値に従いま
す。
これはお手元の製品取扱説明書の"操作"の項で、制御方法Bと呼ばれている
ものです

l Off (ｵﾌ) -左および右ｺﾝﾄﾛｰﾗ (ｴﾝﾄﾞｿﾞｰﾝ)はﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾗとは独立して設定
できます。
これはお手元の製品取扱説明書の"操作"の項で、制御方法Cと呼ばれている
ものです

ﾋﾝﾄ：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行時にﾘﾄﾗﾝｽﾐｯﾄﾊﾟﾗﾒｰﾀｰがon (ｵﾝ)に設定されていれば、ｴﾝﾄﾞ
ｿﾞｰﾝはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに従います。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行時にﾘﾄﾗﾝｽﾐｯﾄﾊﾟﾗﾒｰﾀｰがoff (ｵﾌ)に
設定されていれば、ｴﾝﾄﾞｿﾞｰﾝはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑとは関係なく独立したｺﾝﾄﾛｰﾗとして使用
できます。

備考：ｶｽｹｰﾄﾞ制御で構成されている3ｿﾞｰﾝ製品の場合には、ﾘﾄﾗﾝｽﾐｯﾄﾊﾟﾗﾒｰ
ﾀｰは常にon (ｵﾝ)にしておかれることを推奨します。

Alarm (ｱﾗｰ
ﾑ) 1/2 (構成
時)

ｱﾗｰﾑﾘﾚｰが構成されている場合には、このﾊﾟﾗﾒｰﾀｰを使用してﾘﾚｰが活性化する温
度を設定します。

ﾄﾘﾑ (ｶｽｹｰﾄﾞ
制御のみ)

ﾛｰﾄﾞ温度と加熱ｴﾚﾒﾝﾄ温度間の温度差の最大値を設定するために使用します
(7.0の項を参照してください)。
この"ﾄﾘﾑ"はﾊﾟｰｾﾝﾄ値の範囲として適用されます。すなわち、このﾊﾟﾗﾒｰﾀｰが"10"に
設定されていれば、加熱ｴﾚﾒﾝﾄの温度は製品の最高温度の10%以上上回ったり下
回ったりすることができません。
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例えば：

製品の最高温度が1000°Cであり、設定値が800°C、ﾄﾘﾑ値が10と設定されている
場合には、加熱ｴﾚﾒﾝﾄの温度は700°Cから900°Cの範囲でなければなりません。

このﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟしてMaintenance Reminder (保守ﾘﾏｲﾝﾀﾞｰ)画面にｱｸｾｽしま
す。ここでお手元の製品のｻｰﾋﾞｽ点検の時期が来たら画面上にﾘﾏｲﾝﾀﾞｰが表示され
る日時を設定することができます

これらのﾊﾟﾗﾒｰﾀｰにｱｸｾｽするには：

1. Login (ﾛｸﾞｲﾝ)画面に進み、"Admin (管理者)"としてﾛｸﾞｲﾝします

2. Settings (設置)画面に進み、"Main (主)"ﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾌﾟします

備考：お手元のｺﾝﾄﾛｰﾗが複数加熱ｿﾞｰﾝもしくはｶｽｹｰﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ稼働用に構成されている場合に
は、こうしたｺﾝﾄﾛｰﾗの設置を調整するためのｵﾌﾟｼｮﾝも備わっているはずです。

利用可能な全ｺﾝﾄﾛｰﾗを表示する設置画面
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ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾗ設定

右/左ｺﾝﾄﾛｰﾗ設定

ｶｽｹｰﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗ設定
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15.1最大出力設置の調整

出力設置を調整するには：

1. 調整するｺﾝﾄﾛｰﾗの設置画面までﾅﾋﾞｹﾞｰﾄします
2. "Max Power (最大出力) %"ﾌｨｰﾙﾄﾞをﾀｯﾌﾟします。数値ｷｰﾎﾞｰﾄﾞが開き、0～100 (%)の間の

値が入力できるようになります。これは、製品が達成するように設計されている全出力のﾊﾟｰｾﾝﾄ
数を指しています。具体的な詳細に関してはお手元の製品取扱説明書の"出力設置"の項をご
参照ください

3. 最大出力を設定し直したら、Home (ﾎｰﾑ)画面の"Power Output Indicator (出力表示
器)"には、新しく設定された最大値が表示されます

最大出力設定の調整

15.2温度制御を最適化するために自動調整を使用する

全ｶｰﾎﾞﾗｲﾄ･ｹﾞﾛ製品は、通常の動作温度範囲内で使用された場合、最適性能を発揮するように構
成されています。

しかし、意図した用途に応じては、この通常の範囲の外で、製品を使用することが必要となる場合があ
ります。その場合、温度ｺﾝﾄﾛｰﾗ内部のPID制御を最適化するために調整を加えることが必要となりま
す。例えば、高温製品を元々意図されているよりかなり低い温度で使用する場合や、極めて重い標本
/ ﾛｰﾄﾞを加熱する場合などです。

備考：以下の指示はｼﾝｸﾞﾙｿﾞｰﾝ製品用のものです。複数加熱ｿﾞｰﾝやｶｽｹｰﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗを整備した
製品の自動調整が必要であれば、ｶｰﾎﾞﾗｲﾄ･ｹﾞﾛ･ｻｰﾋﾞｽに連絡して、指示を受けてください。

自動調整機能を使用するには：
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1. 製品が冷却された状態(周辺温度)であることを確認してから続行してください
2. Home (ﾎｰﾑ)画面で設定値温度を0°Cに設定します
3. ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾗの設置画面までﾅﾋﾞｹﾞｰﾄします
4. "Auto-Tune (自動調整)"ﾎﾞﾀﾝにﾀｯﾌﾟして自動調整ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰを"Off (ｵﾌ)"から"On (ｵﾝ)"に切

り替えます。これで自動調整は30秒間ｽﾀﾝﾊﾞｲﾓｰﾄﾞになります
5. ｽﾀﾝﾊﾞｲﾓｰﾄﾞが終了する前に、Home (ﾎｰﾑ)画面にﾅﾋﾞｹﾞｰﾄし、設定値を製品を最適化する

温度(例えば 400°C)に設定します
6. ｺﾝﾄﾛｰﾗは数分間ｽﾀﾝﾊﾞｲﾓｰﾄﾞのままになります。製品が自動調整ｻｲｸﾙを開始するとHome
(ﾎｰﾑ)画面の出力表示器が点灯します。

l ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑされた設定値(°C / °F / K)から数度の範囲に達するまでｺﾝﾄﾛｰﾗが加熱します
l その後ｺﾝﾄﾛｰﾗは加熱ｴﾚﾒﾝﾄへの出力をｵﾌにします
l ｺﾝﾄﾛｰﾗはこの際、温度が目標温度設定値を上回ること(ｵｰﾊﾞｰｼｭｰﾄ)を容認します
l ｺﾝﾄﾛｰﾗが加熱を停止した地点まで温度が下がると、加熱ｴﾚﾒﾝﾄへの出力が再開されます
l 今回はｺﾝﾄﾛｰﾗは温度が目標温度設定値を下回る(目標温度設定値に到達しない)こと
(ｱﾝﾀﾞｰｼｭｰﾄ)を容認します

l ｺﾝﾄﾛｰﾗによりｵｰﾊﾞｰｼｭｰﾄ時とｱﾝﾀﾞｰｼｭｰﾄ時の情報が分析され、新しく設定した温度範囲
での温度制御を最適化するPID条件が算出されます

l 新しく設定されたPID条件が適用され、ｺﾝﾄﾛｰﾗにより目標温度設定値まで通常に加熱
し、その後設定値が維持されます

製品を700°Cで自動調整する様子を例示するｸﾞﾗﾌ

7. 自動調整ｻｲｸﾙが完了すると、ｺﾝﾄﾛｰﾗ設置画面上の"Auto-Tune (自動調整)"ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰは
"Off (ｵﾌ)"に戻ります
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ﾋﾝﾄ：ｺﾝﾄﾛｰﾗを低めの温度で使用するために自動調整する場合には、自動調整を使用する前に出
力 ("Max Power (最大出力) (%)")値を減少させることができます。その後製品をより高い温度で
稼働させることが必要になれば、出力は高めの値に戻すことができます。

15.3ﾊﾟﾜｰｻｲｸﾘﾝｸﾞ

ﾊﾟﾜｰｻｲｸﾘﾝｸﾞ(ｺﾝﾄﾛｰﾗｰの電源がｵﾌになった後復旧すること)が発生した場合には：

l CC-T1が単純な温度ｺﾝﾄﾛｰﾗｰとして使用されていた場合には、電源が復旧した時点で直前に
構成された設定値の通り制御を続行します。

l CC-T1がﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実行していた場合には、電源が復旧した時点で中断された場所からﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑを再開します。
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16.0ｺﾝﾄﾛｰﾗの交換

補助が必要であればｶｰﾎﾞﾗｲﾄ･ｹﾞﾛ･ｻｰﾋﾞｽにお問い合わせください。
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記録

ｻｰﾋﾞｽ記録

担当者名 日付 作業の記録



本取扱説明書で説明されている製品は、研究室や工業での利用に向けて ｶｰﾎﾞﾗｲﾄ･ｹﾞﾛ が製造し
ているｵｰﾌﾞﾝ、ﾁｬﾝﾊﾞｰ電気炉、管状炉製品群のごく一部に過ぎません。弊社の標準製品もしくは注
文生産製品に関する詳細情報をご希望の場合は、下記の連絡先に直接ご連絡いただくか、最寄り

の取扱店にお問い合わせください。

電気炉およびｵｰﾌﾞﾝ製品の予防的保守、修理、校正に関しては、以下にご連絡ください：

ｶｰﾎﾞﾗｲﾄ･ｹﾞﾛ･ｻｰﾋﾞｽ

電話: +44 (0) 1433 624242
ﾌｧｯｸｽ: +44 (0) 1433 624243
ﾒｰﾙ: ServiceUK@carbolite-gero.com

ｶｰﾎﾞﾗｲﾄ･ｹﾞﾛ Ltd,
Parsons Lane, Hope, Hope Valley,
S33 6RB, England.
電話: 44 (0) 1433 620011
ﾌｧｯｸｽ: 44 (0) 1433 621198
ﾒｰﾙ: Info@carbolite-gero.com
www.carbolite-gero.com
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